
















いると子供は盲J 、イランでは「産婆が二人いると赤ん坊の頭が曲がる j となる．とのよ
うに相互に離れている国々において同工異曲の諺が見出される事は人聞の発想、生活の知
恵が、普通に考えられている以上に共通性と普遍性をもっていつることを示している．










聞が使った乙とは決してなかった．ロシア民族はダース、つまり 1 2 と言う単位を用いて
いた．細かいものは 40 を単位にして数えられていた．それによって 8 0 年前と言うのは






40 日後お産したばかりの女は罪を浮めるための祈りを捧げる．そして 40 日後は死者の
冥福を祈る．ロシア民話では英雄は目的地まで 40 日間疲れを知らずに行く．宮殿には 4




ったと思われる．キリスト教化はロシアに 7 つのサクラメント、 7 つの聖体聖餐、 7 つの
大罪、 7 人の賢者等の観念を持ち来たらし、また週の 7 日目は神に捧げるべき乙とを命じ
た． その結果現れたのは：
伊lj 1 U semi nyanek di tya bez glazu. 
一人の子供には七人もの乳母がつくと子供の世話がおろそかになる．
（船頭多くして船山に登る．
例 2 Za sem’町orst kiselya khlebat ・－
重湯を飲むために 7 露呈も遠くヘ行く、つまり用もないのに遠くに出かける
と言う意味である．
例 3 Kniga za sem' yu pechatyami. 
7 つ封印がある書物、つまり何の事かさっぱり分からぬと言う意味である．
fｧlj 4 Sem' poto曹 soshlo.
7 つも汗をかく、つまり精出して働くと言う意味である．
i?IJ 5 U semi pastukho曹 ne stado. 
7 人も牧童がいると群はばらばらになる．
（船頭多くして船山に登る．
ロシアでは fsemi k j と言う復活大祭｛イースター）、第 7週目の木曜日に死者の
霊を祭ると共に春を迎える民間祝日がある．そのように 7 と言う数字は民衆の生きた言葉
に非常に愛好されるようになった．例えば血のつながりが薄い親類は「 s e d ’ m aya 
woda na kisele j と言う．その上、 「 7 入は 1 人を待たぬ」と言う民衆の
規則が出現した．経験がある人に関しては「 7 つの竃で焼いたパンを食べた J と言う言い






ロシアの諺及び慣用的言い回しの中における数字出現頻度［合計 5 1 6) 
数字 7 3 1 0 0 1 2 1 0 90 40 
頻度 1 6 4 3 2 2 2 1 1 
表で見られる通り 7 が一番人気のある数字である．しかし日本の諺ではどんな数字が愛
好されるであろうか．私は「諺の読本」と言う本を選び、この中にある 1 1 4 5 の諺を検
討し所次のようなた結果が得られた．日本語では数字を使う諺は 1 1. 5 %を占める．そ
れに対してロシア語では 6% しかない．日本の諺における数字出現頻度の表を参照された
し、－
日本の諺における数字出現頻度表［合計 1 1 4 5) 
数字 3 HJO 7 2 10 1000 5 8 80 6 50 10000 17 18 99 
頻度 32 21 15 12 12 7 7 5 5 3 3 2 2 2 1 1 
乙の表でまず目立つ乙とは大きな数字が比較的好まれ、誇張的表現の傾向が見られると
とである． 「後の千金より今の百文J 、 f彼を知り己を知れば百戦危うからずj 、 「風は
万病の元J 、 「酒は百薬の長 J 、 f百聞は一見に如かず J .それは日本では百、千、万が
度量衡の単位として人聞が昔から使っているためではないかと考えられる．しかし一番使






つがあると言う意味で、出典は上と同じく、 「論語・季氏 J . 
? ?’EA .,A 
(4、
「読書三到 J • 「三到 j とは、心到（＝心を散らさず読む）・眼到（＝目をそらさず読む）
・口到（＝声に出して読む）と言う、読書をする上での三つの法のとと．







三と共に七と五がかなり多く現れている． 「親の光は七光j 、 「七転び八起き j 、 「一寸
の虫にも五分の魂j などが例にあげられよう． 「七宝の山に登って手を空しゅうす j と言
う．さらに「女に七法あり（＝女には一方的に離縁されても仕方がない七つの場合がある） J 
などと言われる． 「七法 j は父母に不服従、不妊、多言、窃盗、淫乱、嫉妬、不治の病．



















（例えば 1 2 と 40 がよく用いられているのは古い度量衡の単位としてこれらの数が用い
られていたためである）、またロシアの諺で 7 と言う数字が多用され、日本の諺で 3 と言
う数字がひんぱんに用いられるのは共に宗教（ロシアではキリスト教、日本では仏教）の
? ?‘,.‘ 
影響であると言うことである．以上をもってこのささやかな調査の結論としたい．
? ?’EA 
(5) 
